
サ
ケ
|

サ
サ

賀
凶
銑
三
十
変
。
』
と
見
え
、
文
中
限
脱
出
促
尚
徳
二

年
九
且
十
四
日
の
絡
に
、『
日
野
大
納
言
去
々
等
露
合

巾
有
朝
明
。
自
加
州
到
来
帥
批
判
H
侃
也
o』
と
あ
り
、
近

附
で
も
兇
苅
の
手
首
に
用
ひ
る
名
物
川
口
茶
に
.『
手
取

川
之
品
、
同
川
之
副
.
浅
野
川
之
雑
喉
』
と
あ
っ
て
、

加
賀
の
射
が
古
く
か
ら
名
産
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る。

加
創出
附
で
は
何
年
初
肢
を
澗
へ
る
者
に
賞
賜
す

る
法
が
あ
っ
た
。

正
徳
元
年
九
月
サ
一
日
の
令
に
よ

れ
ば
、

一
被
よ
り
二
誘
迄
銀
二
枚
、
三
栂
よ
り
五
指

迄
金
一
樹
、
六
番
よ
り
七
番
迄
鋭
一

枚、

八
都
よ
り

十
潜
ま
で
銀
三
十
何
、
十

一
番
よ
り
十
六
番
迄
鋭
二

十
目
、
十
七
諦
よ
り
叶
八
番
ま
で
銀
十
五
匁
、
什
九

番
よ
り
四
十
六
潜
ま
で
鋭
十
匁
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は

印
川
・
浅
野
川
に
於
け
る
者
に
射
し
て
ど
あ
る
。
是

よ
り
先
制
叫
永
三
年
に
は
よ
し
ベ
剖
も
阿
佐
=
一
訴
ま
で

御
別
で
あ
る
と
あ
る
が
、
質
問
の
有
無
は
明
ら
か
で

な
い。

又
之
と
反
対
に
似
を
産
す
る
河
川
を
有
す
る

村
か
ら
は
、
創
川
役
と
し
て
創
若
し
く
は
そ
の
代
鋭

を
役
し
た
。

年
不
詳
三
輸
際
兵
衛
吉
宗
が
臥
京
都
道

下
の
三
郎
左
衛
門
に
宛
て
た
判
部
に
よ
れ
ば
、
道
下

に
討
し
て
似
二
十
地
の
JH
納
を
命
じ
て
回
る
。

サ
ケ
ヲ

鮭
尾

臥
京
消
山
同
郷
に
凶
す
る
反
抗
-

m・
下
代
は
、

明
治
八
年
十
月
併
合
し
て
釦
隠
と
耕

す
る
こ
と
に
し
た
。

を山問問惜
し
た。

サ
コ
ン
パ
シ
左
近
積
金
抑
深
袋
小
山
師
〈
今
の

問
民
間
〉
採
決
氏
の
郎
跡
の
向
か
う
か
ら
、
中
川
氏
の

郎
跡
へ
行
〈
小
践
の
入
口
な
る
部
川
の
板
橋
を
い
う

た
。
古
へ
稲
策
左
匙
の
屋
敷
脇
で
あ
る
か
ら
の
名
で

あ
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
説
。
で
あ

る
。
府
部
邸
附
乱
の
左
証
織
は
、
後
に
制
強
舗
と
い

は
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ザ
ザ
エ
ジ
マ

銭
銀
島
郎
内
阿
部
能
続
島
な
る
野

附
の
一
以
方
税
上
に
あ
る
向
。

ザ
サ
ガ
ハ
笹
川

悶
苧
令部
上
町
野
郷
に
臨
す
る

閉山首問。
ザ
サ
カ
ハ
イ
シ
笹
川
石

邸
主
柿
何
川
に
産
す

る
石

M
o
m石
安
山
岩
で
、
柄
拘
訟
の
粒
朕
組
織
を
有

L
、
小
m

M
肌
波
硝
M
K
石
の
斑
紋
が
あ
る
。

サ
サ
カ
マ
チ
笹
ケ
町

金
柑
仰
の
町
名
で
、
或
は

笹
下
町
と
も
利
く。
町
名
の
起
本
は
砕
か
で
な
い
が
、

四
院
が
竹
蚊
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
も
い
ふ。

ザ
ザ
キ
佐
々
木

能
災
地
輔
副
山
郷
に
幽
す
る
邸

前。
ザ
サ
キ
ザ
ダ
ア
キ

佐
佐
木
定
明

泊
四梢
兵
郎

・

ま
矢
街
。
沼
町
の
子
。
苧
保
九
年
八
且
新
知
三
百
石

を
党
け
、
大
小
怖
に
列

L
、
十
年
十
二
且
家
信
千
石

を則明日百
、
大
小
将
番
問
、
前
倒
宗
辰
附
御
歩
間
と
な

り
、
元
文
三
年
十
二
且
四
十
八
肢
を
以
て
現
し
た
。

定
明
そ
の
間
を
三
義
知
と
蹴
し
、
そ
の
作
っ
た
文
は

義
人
民
日
後
間
な
ど
に
二
三
編
あ
る
。

サ
サ
キ
ザ
ダ
カ
hm

佐
佐
木
定
賢
辺
病
左
門

・

左
矢
街
。
定
治
の
路
、
定
之
の
子
。
見
文
六
年
幼
少

で
父
の
治
知
三
の
一
を
領
し
、
七
年
千
石
に
復
し
、

御
馬
奉
行
・
大
小
持
組
・
新
訪
問
・
御
馬
廻
顧
に
陛
任

し、

事
保
十
年
致
仕
し
て
脆
山
と
奴
し
、
限
医
科
三

百
石
を
受
け
、
十
二
年
十
一
且
十
日
七
十
四
践
を
U

ザ
コ
ン
左
謹

腹
心
部
制
仰
の
出
い
百
姓
一
ヘ

先
組
は
明
徳
二
年
内
野
A
H
械
で
死
ん
だ
陪
木
左
近
粉

砕
叫
で
あ
る
と
仰
へ
て
ゐ
る
。
但
し
白
山
式
協
殺
事
廿
の

ほ
が
こ
の
家
の
川
で
あ
る
と
す
る
の
は
服
姿
で
あ

る。サ
コ
ン
シ
ロ
ウ
左
近
四
郎

限
舟
梢
舟
胎
の
人
。

天
保
の
初
年
同
制
お
耐
を
仰
一立
て
込
新
凶
を
川
開
拓
し
た

が
、
北
(
の
源
説
不
使
な
る
を
髭
へ
、
弘
化
年
間
十
村

に
刷
。
‘
二
宮
川
か
ら
引
水
す
る
た
め
遂
に
舟
尾
川

• 

~ 

て
夜
し
た
。
定
民
、
守
を
汝
俄
と
い
ひ
、
旭
川
揖
に
従
内
申

し
た
が
、
治
若
は
な
い
。

サ
サ
キ
サ
ダ
ナ
-
-
佐
々
木
定
国

泊
四
榊
朝
刊
H
・左

兵
衛
・孫
兵
衛
・兵
庫
。
元
文
周
年
謎
父
左
兵
衛
定
明

の
也
知
千
石
を
領
し
、
御
市内
週
に
瑳
L
、
延
享
二
年

大
小
将
に
抑
じ
、
費出間
三
年
同
番
頭
よ
り
次
第
に
昇

挫
し
て
定
番
阪
に
主
り
、
天
明
元
年
三
百
石
を
加
へ

て
人
持
組
に
列
し
、
二
年

X
三
百
行
、
五
年
五
百
石

を同
情
し
て
二
千
百
石
を
受
け
、
七
年
夜
し
た
。

ザ
ザ
キ
サ
ダ
ハ
ル

佐
々
木
定
治

泊
精
兵
廊
。

右
衛
門
情
説
治
の
梢
養
子
で
、
初
め
蝉
臣
秀
樹
に
仕

へ
、
後
部
生
氏
渇
か
ら
千
石
を
受
け
て
合
津
に
住
し

た
が
、
見
永一
六
年
前
田
利
常
に
衆
仕
し
て
亦
千
石
を

受
け
た
。
成
治
三
年
致
仕
し
て
濁
鮒
粁
逝
求
と
い

ひ
、
隠
尉
料
百
人
扶
持
を
受
け
た
。
そ
の
若
に
大
坂

凶
智
一
容
が
あ
る
。

サ
サ
キ
シ
ズ
マ

佐
々
木
志
頭
磐

一
に
芯
関
陣

に
作
る。

初
名
七
兵
衛
。
容
を
加
茂
嗣
令
限
木
甲
斐

致
直
に
製
び
、
松
竹
堂
と
剛
配
し
た
。

加
到
滞
に
仕
へ

て
二
十
人
扶
持
を
受
け
、
組
外
御
替
物
役
に
瑳
し
た

が
‘
臨
叫
年
致
仕
し
て
京
に
鴎
b
、
剃
髪
し
て
専
念
翁

と
帯
し
た
。
元
総
入
年
正
月
十
九
日
夜
す
る
昨
年
七

十
三
。

サ
サ
キ
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
佐
佐
木
昭
一
克

字
は
問
也
。

志
諒
閣
の
女
o
父
と
共
に
京
に
出
で
、
後
に
柑
清
涼
信

滋
介
に
綴
し
、
二
十
餓
年
に
し
て
夫
を
技
ひ
、
抽出を

以
て
人
に
敬
へ
た
。
昭
元
の
越
墨
に
は
長
恨
駄
行

・

賢
巨
額
・赤
壁
紙
・千
芋
文
・唐
山
肥
句
・入
木
玄
妙
等
の

法
帖
が
あ
る
。

ザ
サ
キ
セ
ン
ケ
イ
佐
々
木
泉
景
初
名
熊
五
郎
、

認
は
守
綴
又
は
守
絞
。
附
暗
雲
叉
は
お
絢
居
士
と
銃
し

た
、
大
型
寺
の
人
。

初
め
京
師
に
筏
き
、
給
を
法
限

鵠
揮
探
擦
に
嬰
び
、
祭
袈
御
用
の
命
を
奔
し
、

亭
利

三
四

O

二
年
法
総
に
叙
せ
ら
れ
、
後
凶
に
郎
っ
た
o
文
政
四

年
法
制附に
地
み
、
弘
化
四
年
同
国
附
柏
を
以
て
加
飽
侠

に
召
さ
れ
、
専
ら
給
政
に
血
(
っ
た
。
円
前
JK
元
年
九
且

朔
日
夜
す
る
時
年
七
十
六
。

ザ
サ
キ
セ
ン
ゲ
ン

佐
々
木
泉
玄

泉
町
川
の
子
。

誌
は
守
公
。
春
喝
・一

白
居
士
等
と
到
し
た
。
家
法

を
綴
い
で
献
を
能
く
し
、
文
京
都
の
的
川
内
傑
泉
に

m

び
、
天
保
五
年
法
慌
に
任
じ
、
山判断氷
.カ
年
法
服
に
泌

み
、
明
治
十
二
年
六
且
七
十
五
併
で
放
し
た
。

サ
サ
キ
セ
ン
ザ
ン

佐
々
木
泉
山

町市
玄
の
子
。

訴
は
守
底
、
活
相
桝
翻
M
m
之
助
。
家
訟
の
判
酬
を
向
や
ん
だ

が
、
未
だ
大
に
諮
れ
ず
し
て
明
治
十
九
年
十
周
五
十

三
段
で
波
し
た
。

ザ
サ
キ
セ
ン
リ
ュ
ウ
佐
々
木
泉
前

日市授
の
子
。

泉
玄
の
弟
。
向
は
守
起
又
は
向
織
。
自
以
山
人
・越岬出
・

州附沙
・姑川別
山
人
・散
問
と
も
蹴
し
た
。
京
に
上
り
、

倒
仰
採
決
に
引
び
、
途
に
一
家
を
成
し
て
法
般
に
任

ぜ
ら
れ
た
。
明
治
十
七
年
六
且
七
十
三
践
で
授
。

ザ
サ
キ
テ
イ
ソ
ウ
佐
々
木
穆
慈

関
白
川
倒
的

出
の
人
。
辺
都
柳
官
。
川
柳

・
明廿
芳
制
V
へ
は
硯
旧
と

脱
し
て
南
宗
文
人
間
酬
を
揃
い
た
。
明
治
官
二
年
一
且

』

H
三
日
四
十
五
段
に
て
夜
。

サ
サ
キ
ノ
ワ
タ
シ

佐
々
木
渡

能

尖
市
佐
々
木

村
附
近
で
梯
川
を
越
え
る
舟
被
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら

う
。
山
口
記
設
到
畷
合
械
の
僚
に、
『
利
長
公
佐
々
木

の
神
院
を
御
心
悦
急
ぎ
給
ひ
-
Z
A
。
』
と
見
え
る
。

ザ
サ
キ
ヒ
デ
サ
プ
ロ
ウ
佐
々
木
秀
三
郎

大
型

寺
の
人
。
部
は
義
詳
、
宇
は
子
駅
。
魁
心
と
脱
し
た
。

文
A
二
年
京
附
に
赴
き
、
泌
法
留
を
百
均
一
郎
に
mm市

び
、
邸
滞
の
後
診
療
に
従
う
た
。
明
治
イ

一
年
金
搾

に
移
台
、
自
九
年
東
京
に
出
で
、
三
十
八
年
刊
び
金

持
に
来
る
、
大
正
五
年
九
且
七
十
五
訟
を
以
て
裂
し

た

om紳
論
・肺
病
論
・器
使
治
略
・恥
耐
即
柑
術
及
び
時
限


